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近年の学生は核家族化, 少子化が進み, きょうだい

数の減少や地域における子どもの遊び方の変化により,

子どもの頃から乳幼児の子どもと実際に触れあう機会

が少ない環境で育っている｡ そのために病気や障害を

もつ子どもを対象にした小児看護学実習では, 子ども

との関係づくりに苦手意識を訴える学生も多く見られ

る｡

吉田ら１) は学生の子どもに対する苦手意識は ｢子ど

もをどのようにとらえ, どのように対応し, 対応しよ

うとしているか｣ という ｢子ども観｣ が影響し, ｢子

ども観｣ は看護行為を規定する要因の１つと述べてい

る｡
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本研究の目的は, 保育所実習が学生の子ども観に及ぼす影響を明らかすることである｡ 学

生の属性, 子どもに対する感情, 子どものイメージ, 子どもの関係性, 実習の学びの項目から
なるアンケート調査を行った｡ 対象は保育所実習を終了した看護学科３年生47人で31人から
有効回答を得た｡
その結果, きょうだい数は二人が多く, 子どもとの接触経験が ｢全くない｣ 学生は55％であ

り, 子どもに対する感情は実習前と比べると好転し, 特に子どもとの接触経験がない学生は有
意に好転していた｡
実習前後での子どものイメージでは ｢おもしろい｣ ｢元気｣ の得点の平均値が有意に高くな

り, ｢わがまま｣ ｢うるさい｣ ｢生意気｣ では有意に低下し, マイナスイメージからプラスイメー
ジと変化していた｡ 子どもとの関係性では ｢かわいい｣ などの好意的関係性の回答が73.6％
を占めた｡ 実習の学びでは子どもとの関わり方が最も多く39％であった｡
以上のことから, 保育所実習で学生は子どもとの関わりを通して学んだ経験から子どもに

対する感情, イメージが好転し, 子どもとの関係性の育成につながっており, 子ども観を培う
ことができていた｡����
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看護学生の子ども観については, 1980年代からすで

に研究されてきている２)｡

岸川らは保育所実習経験の有無によって, 子どもへ

のイメージ, 子どもとの関わりの姿勢に差が生じ, 保

育所実習の有効性を確認している３)｡ 教授方法を検討

するために, 看護学生の保育所実習記録の内容分析を

行った研究４) や同じく保育所実習記録を分析して, 基

本的生活習慣に関する学習内容を明らかにした研

究５) がある｡ また, 保育所実習や保育所実習での子ど

も観や実習のとらえ方の変化を扱った研究が行われて

いる６～８)｡

看護基礎教育では看護学生が自分の子ども観を培う

事が重要であり, 保育所実習は子どもと直接に接する

体験を通して, 子ども観の変容が大いに期待できる場

となっている｡ A大学では保育所実習の目標の第一は

｢子どもとよりよい関係をもつことができる｣ を掲げ,

その根幹となる子ども観を培うことを重視している｡

そこで, 本稿では保育所実習が学生の子ども観に及ぼ

す影響を明らかにすることを目的とした｡

１. 実習目的

子どもに接する体験を通して, 子どもに対する理解

を深め, 子どもとの関わりについて学ぶ｡

２. 実習目標

１) 子どもとよりよい関係をもつことができる｡

２) 子どもの成長発達について理解することができる｡

３) 子どもの生活習慣を知り, 自立への支援の必要性

を理解することができる｡

４) 子ども乳幼児の遊びを知り, その意義を理解する

ことができる｡

５) 乳幼児の集団生活の場での健康管理について理解

することができる｡

６) 保育所の人的環境, 物的環境について理解するこ

とができる｡

３. 実習方法

学生を２グループに分け, ８月前半の２週間の火曜

日～金曜日の４日間を１クールとする｡ ３日間は保育

所実習を行い, 最終日は保育所実習で学んだ内容を共

有し, 深める目的で学内カンファレンスを実施する｡

１. 子ども

子どもとは保育所入所年齢の０～６歳までの乳幼児

とする｡

２. 子ども観

子ども観とは ｢子どもをどのようにとらえ, どのよ

うに対応し, 対応しようとしているか｣ とする｡ 今回

は子ども観のうち, ｢子どもに対する感情｣ ｢子どもの

イメージ｣ ｢子どもとの関係性｣ を扱うこととする｡

１. 対象

小児看護学に関する講義をすべて終了し, 保育所実

習４日間を履修したA大学看護学科３年生47人｡

２. 調査方法

１) 方法

保育所実習の３日間が終了し４日目の学内カンファ

レンス終了後, 対象学生に記名式質問紙による調査を

実施した｡ その後, すでに提出されていた質問紙を学

生に返却した上で, 研究の協力について口頭と文書で

説明した｡ 同意する学生には氏名の部分を切り取って

もらい, 回収箱を設置し回収した｡

２) 質問紙の内容

１� 基本属性

きょうだい数, きょうだいの中での順位, 子ど

もとの接触経験とその頻度である｡

２� 子どもに対する感情

実習前後の子どもに対する感情は, ｢大好き｣

｢どちらかといえば好き｣ ｢どちらでもない｣ ｢ど

ちらかといえば嫌い｣ ｢大嫌い｣ の５段階評定尺

度を用い, それぞれに５～１点の配点とした｡

３� 子どものイメージ

実習前後の子どものイメージについては, 釜島

ら６) が作成した ｢かわいい｣ ｢うるさい｣ ｢小さい｣

｢無邪気｣ ｢生意気｣ ｢か弱い｣ ｢元気｣ ｢おもしろ

い｣ ｢わがまま｣ ｢乱暴｣ の10項目に子どもの特徴

である ｢エネルギッシュ｣ ｢成長する存在｣ の２

項目を加え12項目で測定した｡ それぞれについて

｢そう思う｣ ｢どちらかというとそう思う｣ ｢どち

らかというとそう思わない｣ ｢そう思わない｣ の

４段階評定尺度を用い, それぞれに４～１点の配

点とした｡

４� 子どもとの関係性

子どもとの関係性については, 吉田ら１) や草場

ら２) の調査を参考にし, 学生が感じたことを具体

的に表現でき, 生の印象が表出しやすく, 実態に

近い結果を得るために文章完成法を用いた｡ 刺激

文は ｢私にとって子どもとは｣ の１つである｡
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５� 保育所実習の学びや感想は自由記述とした｡

３. 分析方法

実習前と実習後の子どもに対する感情の程度, 子ど

ものイメージの平均値の差の検定には t検定を用いた｡

なお, 統計解析には統計ソフトSPSS14.0Jを使用し, 統

計処理において有意水準は５％とした｡

子どもとの関係性の項目は刺激文に対して回答とし

て記述された文章を吉田ら１) や草場ら２) が行った ｢好

意的関係性｣ ｢非好意的関係性｣ ｢両価的関係性｣ ｢希

薄な関係性｣ ｢客体化｣ に分類した｡ 保育所実習の学

びについては, 文章単位で整理し, それらを類似性に

従い分類した｡

４. 倫理的配慮

研究の主旨, 研究協力は自由意志であること, 成績

とは無関係であること, 協力の有無によって不利益は

生じないこと, プライバシー保護等に関する事柄を文

書及び口頭にて説明した｡ なお, 本研究は大学看護研

究倫理委員会で承認を得た｡

質問紙を提出した47人に研究協力を依頼した結果,

32人から協力が得られ (回収率64.6％), 31名が有効回

答であったので分析対象とした｡

１. 対象者の属性

きょうだい数は一人っ子6.5％ (２人), ２人54.8％

(17人), ３人29.0％ (９人), ４人9.7％ (３人) であり,

２人きょうだいが最も多く , きょうだい数の平均は

2.42±0.77人であった｡ きょうだいの中の順位は第１

子48.4％ (15人), 第２子41.9％ (13人), 第３子9.7％

(３人) の順であった｡

保育所実習の対象である乳幼児の子どもの接触経験

については ｢全くない｣ 55％ (17人), ｢今はないが以

前あった｣ 32％ (10人), ｢現在ある｣ 13％ (４人) で

あり, ｢今はないが, 以前あった｣ ｢現在ある｣ を合わ

せると接触経験は45％ (14人) であった (表１)｡ 接

触経験者14人の接触頻度は ｢毎日｣ が２人 (14％),

｢時々｣ が６人 (43％), ｢たまにあった｣ が６人

(43％) であった｡

２. 実習前後の子どもに対する感情の変化

実習前後で, 子どもが ｢大好き｣ では45.2％ (14人)

から58.1％ (18人), ｢どちらかといえば好き｣ では32.3

％ (10人) から35.5％ (11人) であり, ｢大好き｣ ｢ど

ちらかといえば好き｣ を合わせると77.5％ (24人) か
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表２ 子どもとの接触経験と実習前後の子どもに対する感情の変化 n=31

表１ 学生の属性 (n=31)

図１ 子どもに対する感情



矢田昭子・笠柄みどり・吉田由美

ら93.6％ (29人) であった｡ ｢どちらでもない｣ では

19.4％ (６人) から3.2％ (１人), ｢どちらかといえば

嫌い｣ では3.2％ (１人) から０％ (０人) であった

(図１)｡ 実習前に ｢どちらでもない｣ と回答した６人

のうち５人は実習後に４人が ｢どちらかといえば好き｣,

１人が ｢大好き｣ に変化していた｡ ｢どちらかといえ

ば嫌い｣ の１人は ｢どちらかといえば好き｣ に変化し

ていた｡

３. 実習前後の子どもとの接触経験と子どもに対する

感情の変化

子どもとの接触経験が ｢現在ある｣ の４人は, ｢大

好き｣ ｢どちらかいえば好き｣ を合わせると実習前３

人から実習後が４人, ｢どちらでもない｣ は実習前１

人から実習後０人であった｡ 子どもとの接触経験が

｢今はないが以前あった｣ の10人は, 実習前後ともに

｢大好き｣ ｢どちらかいえば好き｣ を合わせると10人全

員であった｡ 子どもとの接触経験が ｢全くない｣ の17

人は, ｢大好き｣ ｢どちらかといえば好き｣ を合わせる

と実習前11人 (65％) から実習後16人 (94％) に増え,

｢どちらかいえば嫌い｣ が実習前１人から実習後０人

となった｡ 子どもの接触経験別に子どもに対する感情

の平均値を実習前後で比較すると, 接触経験が ｢全く

ない｣ は実習前4.00±1.00点, 実習後4.59±0.62点で有

意に増加していた (p＜0.001) (表２)｡

４. 実習前後の子どものイメージの変化

子どものイメージの各項目の平均値は, 実習前で高

かった項目は ｢成長する存在｣ 3.50±0.93点, ｢小さい｣

3.45±0.81点, ｢エネルギッシュ｣ 3.45±0.93点, ｢元気｣

｢無邪気｣ ともに3.35±1.02点, ｢かわいい｣ 3.31±1.00

点の順であり , 一番低かったのは ｢乱暴｣ 2.55±0.81

点であった｡

実習後で高かった項目の平均値は ｢エネルギッシュ｣

｢成長する存在｣ が3.61±1.02点, 次が ｢元気｣ 3.58±

1.03点 , ｢小さい｣ 3.48±0.77点 , 一番低かったのは

｢乱暴｣ 2.521±0.72点であった｡

学生の子どものイメージについて実習前後で変化が

あった項目は ｢おもしろい｣ ｢わがまま｣ ｢元気｣ ｢う

るさい｣ ｢生意気｣ であった｡ ｢おもしろい｣ の項目で

は ｢そう思う｣ の割合が実習前32.3％ (10人), 実習後

64.5％ (20人) に変化し, 平均値は実習前2.97±0.88点,

実習後3.45±0.85点で有意に増加していた (p＜0.001)｡

｢わがまま｣ の項目では ｢そう思う｣ の割合が実習前

32.3％ (10人), 実習後16.1％ (５人) に変化し, 平均

値は実習前3.10±0.79点, 実習後2.61±0.92点で有意に

��

表３ 実習前後の子どものイメージの変化
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減少した (p＜0.01)｡ ｢元気｣ の項目では ｢そう思う｣

の割合が実習前61.3％ (19人), 実習後83.9％ (26人)

に変化し, 平均値は実習前3.35±1.02点, 実習後3.58±

1.03点で有意に増加した (p＜0.05)｡ ｢うるさい｣ の項

目では ｢そう思わない｣ の割合が実習前6.5％ (２人),

実習後22.6％ (７人) に変化し , 平均値は実習前2.77

±0.85点, 実習後2.48±1.03点で有意に減少した (p＜

0.05)｡ ｢生意気｣ の項目では ｢そう思う｣ の割合が実

習前32.6％ (10人), 実習後19.4％ (６人) に変化し,

平均値は実習前2.90±0.94点, 実習後2.58±0.96点で有

意に減少した (p＜0.05) (表３)｡

５. 子どもとの関係性

実習終了後の ｢私にとって子どもとは｣ の刺激文に

対する回答文集数83を５つのカテゴリーに分類した｡

カテゴリーは (【】) で示す｡

【好意的関係性】のカテゴリーは61 (73.6％) で ,

｢かわいい存在｣ ｢側にいてほしい｣ ｢癒される｣ ｢子ど

もがほしい｣ などであった｡【非好意的関係性】のカ

テゴリーは６ (7.2％) で, ｢些細な事でも敏感に反応す

る存在｣ ｢関わるのが難しい存在｣ などであった｡【両

価的関係性】のカテゴリーは３ (3.6％) で, ｢わがま

まだけどかわいい｣ ｢疲れるけど癒される｣ ｢純粋だか

らたまにひどいことも言う｣ であった｡【希薄的な関

係性】のカテゴリーは７ (8.4％) で, ｢遠い存在｣ ｢未

知の存在｣ などであった｡ 客観的に捉えた【客体化】

のカテゴリーは６ (7.2％) で, ｢常に成長している｣

などであった (表４)｡

６. 実習からの学び

保育所実習についての学びは文脈単位で整理した総

数40件を類似性に従いカテゴリー化した結果, 次の４

カテゴリーに分類された｡ カテゴリーは (【】) で示

す｡

【子どもへの関わり方】のカテゴリーは16件 (39％)

で, ｢ほめて, 認めてあげることが満足感へつながり,

さらに自信や意欲へとつながる｣ ｢個性に応じた関わ

り方｣ ｢叱り方が難しかった｣ ｢私たちの態度や接し方

も影響を与える｣ ｢家庭での状況が保育所での生活に

大きく影響する｣ ｢子どもと接する機会が今までほと

んどなかったのでとても貴重な経験だった｣ などであっ

た｡【子どもの成長発達】のカテゴリーは11件 (28％)

で, ｢発達について教科書でしか知らなかったが, その

個人差の大きさや関わり方により発達の促進があるこ

ともわかった｣ などであった｡【子どもの特徴】のカ

テゴリーは11件 (28％) で , ｢子どもは意外にいろい

ろ自分でできる｣ ｢子どもは嘘つけない, 無抵抗, 力が

ない, 何でも一生懸命取り組む｣ ｢個性が豊か｣ など

であった｡【保育士について】のカテゴリーは２件

(５％) で ｢保育士さんのすごさをまじまじと感じた｣

｢保育士さんは大変｣ などであった (表５)｡

本研究では保育所実習が学生の子ども観に与えた影

響について, 実習前後で子どもに対する感情, 子ども

のイメージを比較し, さらに実習後の子どもとの関係

性, 実習の学びや感想からも検討した｡

１. 学生の背景

対象者のきょうだい数は2.42±0.77人 , ９割にきょ

うだいがあった｡ 学生は子どもの頃からきょうだい間

の葛藤, 忍耐力, 協調性, 役割意識をもつことなどさ

まざまな経験していると考えられる｡ しかし, 学生の

子どもとの接触経験は ｢現在ある｣ が１割, ｢全くな
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表４ ｢私にとって子どもとは｣ の分類 n＝31 (総数83文章)
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い｣ が半数以上であり, 接触頻度も ｢時々｣ ｢たまに

あった｣ が８割で少なかった｡ このことから学生の半

数以上は, 子どもの頃から乳幼児と実際に触れあう機

会が少ない環境で育っていることが明らかになった９)｡

２. 実習前後の子どもに対するイメージと感情の変化

子どものイメージでは, 実習後 ｢元気｣ ｢おもしろ

い｣ がさらにプラスイメージに変化し, ｢わがまま｣

｢生意気｣ ｢うるさい｣ はマイナスイメージからプラス

イメージへと変化していることが明らかになった｡ こ

れは谷本ら10) が報告しているように ｢実習前は 『うる

さい・わがまま』 という感覚的なイメージで捉えた乳

幼児の喜怒哀楽の一部分も, その原因や意味を考える

ように変化したことで喜怒哀楽の激しい乳幼児に近づ

きたくないという学生が減少した｣ と述べている｡ 本

学の学生においても, 子どもとの関わり方や子どもの

特徴を学びながら実習したことで子どもの喜怒哀楽に

ついて意味づけをし, より子どもを理解できるように

なったことで子どもとの関わりが容易となり, 子ども

との相互作用によって可愛いなどの愛着がわき, 変化

したと推察される｡

子どもに対する感情は ｢大好き｣ ｢どちらかいえば

好き｣ を合わせると実習前は約７割, 実習後は９割に

好転し, 特に子どもの接触経験が ｢全くない｣ 学生は

実習後に優位に好転していた｡ 内田ら11) や釜島ら12) は

｢子どものイメージの強さは実習で変化するが, 子ど

もを見る見方は学生本来が持っているものが大きい｣

と報告している｡ 本研究では実習前後の子どもに対す

る感情は好転し, 特に子どもの接触経験が ｢全くない｣

学生は実習後に優位に好転していることが明らかになっ

た｡ 青木ら13) は ｢子どもに対する苦手意識が好意的に

変化したきっかけは 『学生が子どもと関わろうとする

意欲』 『今までの自分の知らなかった子どもの姿を知っ

た感動』 『学生が子どもに関わろうとする手がかりの

提供』 などの５つ｣ を報告している｡ このことから学

生は, 保育士などの支援を受けながら保育所実習で積

極的に子どもと関わり, 今まで見たことのない子ども

の姿に感動したことでイメージがプラスイメージに変

化し, 子どもに対する感情が好転したと考えられる｡

さらに子どもとの接触経験が ｢全くない学生｣ は, 子

どもに対する感情が優位に好転していたことからも,

学生は子どもとの接触経験が少なくても保育所実習で

３日間じっくりと多くの子ども達と関わることで子ど

もの本来の姿をより理解し, 子どものイメージや子ど

もに対する感情を好転することができたと考えられる｡

２. 実習後の子どもとの関係性と実習の学びから子ど

も観の変化

子ども観の一つである子どもとの関係性では ｢私に

とって子どもは｣ という刺激文から記述した内容を分

��
表５ 保健所実習について学びや感想 n＝31 (総数40件)



保育所実習が看護学生の子ども観に及ぼす影響

析した結果 , 元気 , 癒される , 可愛い , 大切な存在の

｢好意的関係性｣ が７割と多かった｡ また, 吉田ら１)

の研究結果と比較すると ｢好意的関係性｣ が多く ,

｢非好意的関係性｣ ｢希薄的な関係性｣ が少なかった｡

これは小児看護学の履修前の調査結果と履修後の調査

結果であることが影響している｡ 小児看護学履修前の

学生は子どものイメージを感情中心のとらえ方をしや

すく, 小児看護学履修後の保育所実習では講義で習っ

た知識を用いながら, 子どもの特性を踏まえた子ども

との関係性を認識できるようになったことが考えられ

る｡ 小児看護学の講義が終了後の保育所実習について

臼井ら４) は ｢学習レディネスとしては十分で, 学習し

た知識・技術・態度を実際の事象の中で適応すること

により, 体験を通して検証, 深化, 統合を行うことが

できる｣ と述べていることからも言える｡ さらに, 学

生は子どもとの関わりを通して学生自身が癒されなが

ら, ｢子どもがほしい｣ ｢側にいてほしい｣ など子ども

を身近な存在として認識している学生もいることが明

らかになった｡ これは健康な子どもとの関わりの中で

子どもから多くを学び, 可愛いなど好意的関係性が高

かったことも影響していると推察される｡

一方, 敏感に反応, 関わるのが難しいの ｢非好意的

関係性｣ は7.2％であった｡ これは一部の学生である

が, 実習中に子どもとの関わり方に難渋していたこと

が伺われる｡ わがままだけどかわいいなどの ｢両価性

関係性｣ は3.6％であり, 一部の学生であるが子どもに

対して両価性の感情を抱いていることが明らかになっ

た｡ これは実習でたくさんの子どもたちと関わること

で子どものイメージが影響し, 子どもとの関わり場面

で子どもの姿から感じたと考えられる｡ 近いようで遠

い存在だった, 未知の人間などの ｢希薄な関係性｣ は

8.4％であった｡ これは３日間の実習では子どもとの

関わりの体験が十分にできなかったことが推察される｡

子どもは常に成長しているなどの ｢客体化｣ は7.2％

であった｡ これは子どもが日々成長していることを,

子どもとの関わりを通して感じることができたことか

ら客観的に捉えることができたと推察される｡

次に実習での感想と学びでは, 学生が保育所実習で

学んだと実感していることは ｢子どもとの関わり方｣

が最も多く, 実習目標の一つである ｢子どもとよりよ

い関係をもつことができる｣ と一致しており, 子ども

との関係性の育成につながったと考えられる｡

以上のことから, 保育所実習で子どもとの関わりを

通して学んだ経験から学生は子どもに対する感情, イ

メージが好転し, 子どもとの関係性の育成につながっ

ており, 子ども観を培うことができていた｡

今後は, ますます少子高齢化が進む中, 子どもとの

接触経験が少ない学生が多くなることが考えられる｡

実習時間の短縮の中で学生の子ども観を培う事ができ,

保育所実習の経験が病児を対象とした病院実習にも生

かせるような保育所実習のプログラムを検討していく

必要がある｡

１. きょうだい数は平均2.42±0.77人であり , 子ども

との接触経験が全くない学生は55％であった｡

２. 子どもに対する感情は実習前と比べると ｢大好き｣

｢どちらかといえば好き｣ が78％から94％, ｢どちら

かといえば嫌い｣ では3.2％から０％に変化し, 特に

子どもとの接触経験がない学生は有意に好転してい

た｡

３. 子ども観は, 子どものイメージでは実習後 ｢おも

しろい｣ ｢元気｣ の得点の平均値が有意に高くなり,

｢わがまま｣ ｢うるさい｣ ｢生意気｣ の得点の平均値

が有意に低下し, マイナスイメージからプラスイメー

ジに変化していた｡

４. 子どもとの関係性では ｢好意的関係性｣ が74％と

最も多く, 保育所実習で学んだと実感していること

で最も多かったのは ｢子どもとの関わり方｣ 39％で

あった｡

５. 保育所実習で子どもとの関わりを通して学んだ経

験から学生は, 子どもに対する感情, イメージが好

転し, 子どもとの関係性の育成につながっており,

子ども観を培うことができていた｡

最後に, 本調査にご協力いただいた看護学生の皆様

に深く感謝いたします｡
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